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ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境保全への行動指針

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 創意工夫による省エネルギー等により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ． 廃棄物の発生抑制につとめ、建設副産物のリサイクル率の向上に努めます。

４ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ． 建設資材などの適正管理に努めます。

６ ． 環境に配慮した工事に努めます。

７ ． 持続可能な社会のために必要な建物の計画を提案します。

８ ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

　　　　　　　　　　　　

坂本 浩孝

制定日： 2022年8月25日

　　　　　　　　　環　 境　 経　 営　 方　 針　　　　

代表取締役

『快適空間を創造提案し、顧客の生活文化に貢献する。』

これが当社の理念です。そのために、建築技術を積み重ねた

ワンストップビルダーとして、技術、心、知識を鍛えています。

今後は、環境にも配慮した工事や、環境経営を行うことで、

地球や地域の環境についても積極的に関わっていきたいと考えています。

建築技術を積み重ねたワンストップビルダーとして、本業である建設業を通じて、地球温暖化問題への

取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。

当社の環境改善に加えて、環境に配慮した計画や工事についても、積極的に提案し、従業員一丸となって

継続的に改善活動に取り組んでまいります。
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（１） 名称及び代表者名
三日月建設株式会社
代表取締役　坂本　浩孝

（２） 所在地
本　　　社 兵庫県西宮市東町１丁目１０番２７号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者・担当者 企画営業部 坂本　将則 TEL：0798－35－2277

（４） 事業内容
①新築工事の設計、施工、管理、②増改築工事、③リフォーム、修理修繕工事

（５） 事業の規模
売上高（2021年度）

従業員　　　　　 名 名 名 名 名
延べ床面積　　 ㎡ ㎡ ㎥ ㎥ ㎥

（６） 事業年度 8 月 21 日 ～ 8 月 20 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 三日月建設株式会社
対象事業所： 本社、三田オフィス、西宮浜倉庫

活動： ①新築工事の設計、施工、管理、②増改築工事、③リフォーム、修理修繕工事

□事業の紹介

　　当社はワンストップビルダーとして、高層建築から耐震補強・大規模改修・大規模店舗、
　　木造から鉄筋コンクリート造住宅の施工ならびに各種設計業務に対応しています。

サイト

1050.44

　　　　　　　　　　　　組　 織　 の　 概　 要

2,125

1 25
1401.29

024
三田オフィス

91.65

百万円
西宮浜倉庫

259.20

合計本　　　社

鉄筋コンクリート造＋木造 住宅 鉄骨造 商業施設

鉄骨造 保育所 鉄筋コンクリート造 集合住宅
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代表者 更新日：

環境管理 責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

環境委員会 ・環境経営計画の審議

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

経営会議

総務部

代表取締役

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

企画営業部

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、の事務局

環境管理責任者

役割・責任・権限

2022年8月25日
坂本

環境委員会

・環境経営レポートの確認

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

坂本

環 境 経 営 組 織 及 び 役 割 ・ 責 任 ・ 権 限

・環境経営システムの構築、実施、管理

・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

・環境経営に関する統括責任代表者（社長）

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境活動実績の確認・評価
部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

全従業員

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境活動の実績集計

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

総務部

経理部

企画営業部 建築工事部

品質管理部

工事現場

全従業員

設計部・積

算課・ＡＣ課

営繕部
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単位
kg-CO2

kg
kg
㎥

kg-CO2/kWh

※2022年度のデータは8月21日から11月20日まで

※負荷の実績は工事現場を含む

〇
〇

〇
〇

〇

〇
〇

✕
〇

〇
〇
〇

〇
✕

〇
〇
✕

行動目標（次章による）
環境に配慮した工事の推
進

108% 98%

99% 461% 98%

99%

-
%

62,602 61,976 0

97%

5,569

90.2%
90%

1,6350水道水の削減 1,668 1,652
㎥

205
1,618

203 222
97%基準年度比 -

61,350
基準年度比 - 99% 0%

89% 90%

125,469

0

kg

kg

89,67591,543 90,628 0

5,741 5,684 0 5,626
24,855

その他の燃料による二酸
化炭素削減

基準年度比

97%

24,606 19,040

基準年度比

88,760

3.11

97%

kg-CO2
443 439 1,000 434 430

97%基準年度比 - 99% 81% 98%

78,876
（目標）

27,891
4,452

下段：9月～11月(3ヶ月)

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2

kg-CO2
LPGによる二酸化炭素削
減

36.74

98%
3.07 0.00

5,283,204
基準年度比 -

5,337,670
124,214

1,871

5,446,602 5,392,136
578,950

0

60,724

28,460 28,176

37.12

98%
0

97%

97%

90.1%
97%

90.7%

廃棄物排出量

主 な 環 境 負 荷 の 実 績

二酸化炭素総排出量 91,543 19,040

98%
0

- 99% 66%
6,725

99% 59% 98%

項　目 2021年（56期） 2022年（57期）四半期

5,741　一般廃棄物排出量

12720

222水使用量

1,103

1,668

578,9505,446,602

2024年（59期）

※関西電力 R4.7.14更新　調整後排出ガス係数
  0.350（調整後）使用

2021年（56期）

（基準値)

　　　　　　　　              　         年　度
　　項　目

81,315 80,502 0 79,689
19,214

2023年（58期）

　産業廃棄物排出量

37.50

2022年（57期）

（目標）

電力による二酸化炭素削
減

上段：通期
下段：9月～11月（3ヶ月）

基準年度比 99% 66%

産業廃棄物の削減

37.88

-
0

0.350 0.350

17,878 14,58818,059

kWh

環 境 経 営 目 標 及 び そ の 実 績

（実績） （目標）

評
価

6,793
基準年度比

27,606

98%

上段：通期

関西電力

上記二酸化炭素排出量
合計

kg-CO2

建設副産物の再資源化
率の向上

一般廃棄物の削減

99% -

19,408

kg-CO2

1,852 1,103

自動車燃料による二酸化
炭素削減
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数値目標：○達成　×未達成

活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2021年

2022年

LPGによる二酸化炭素削減

2021年

2022年

数値目標 〇
達成状況 取組結果とその評価

声掛を行うことで、目標の数値をクリアすることができました。本社
の電気使用量を削減できているので、継続的に取り組みを行いま
す。

0
6,830

0

○
・不要空調の停止
・クールビズ、ウォームビスによる冷暖房利用の抑
制

取り組み計画

・不要照明の消灯

達成状況 取組結果とその評価

7月
2.07

2月

○

※取組期間：2022/9月～2022/11月

・中間期は窓の開閉により外気取入れ

5,012

1.04 0.00
9月

3,714 0
8,360

3,994

0.00 0.00

4,448
0 0

4,448 5,6637,992

5月
2.07 1.04

4月
1.04 0.62

6月
0.62

0.00 0.00

0 0

3月

3月

取組結果とその評価

10,750

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

0

0.00 0.00

8月
1.04

0.00 0.000.00

声掛を行うことで、目標の数値をクリアすることができました。継続
的に取り組みを行います。

7月6月5月 8月4月

0

達成状況

〇
○

4,640

○
○

2月1月12月11月10月9月

11月 12月 1月

0.00
0.00 1.04 2.07

6,784 6,467 6,157

0.00 0.00

・適切なガスの利用の徹底
数値目標

※取組期間：2022/9月～2022/11月

9,393

10月

0

5,000

10,000

15,000

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 6月 7月 8月

電力（kWh） 2021年 2022年

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

LPG（kg） 2021年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

2021年

2022年

2021年

2022年

0
2,2652,159

0

0 0 0 0
2,466

取組結果とその評価

1,789 2,299 1,548
2月

2,530

2月9月 10月 11月
0

4月 5月
0

0

その他の燃料による二酸化炭素削減

0

18 0 0

・灯油ストーブを用いる冬季の前に、適切な
利用の声掛けを行う。

○

取組結果とその評価

声掛けを行うことはできましたが、実際に灯油ストーブを利用する時
期はこれからなので、継続的な観測を続けます。

01,879
2,4072,847

0
2,451

0

0 0

声掛を行うことで、目標の数値をクリアすることができました。継続
的に取り組みを行います。○

3月

達成状況

数値目標 〇

6月

0

3月

4月 5月 6月 7月 8月

0

2,000
9月 10月

2,214

達成状況

※取組期間：2022/9月～2022/11月
2,173

00 0 0 0
※取組期間：2022/9月～2022/11月

11月 12月 1月

0

・エコドライブの徹底
数値目標 〇

2,236

12月

0

7月 8月
0 0 0 36 124

0 0 0

1月

0 0

0

1,000

2,000

3,000

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

ガソリン＋軽油（L）2021年 2022年

0

50

100

150

9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

灯油（L） 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

2021年

2022年

産業廃棄物の削減

2021年

2022年

建設副産物の再資源化率の向上

356
7月4月 5月3月2月

○

8月

○

246545620

0 0

0

799,9701,076,570 85,98085,980

365 0

取組結果とその評価

10月 11月

数値目標

613 616 498

12月 1月

〇

00

数値目標

0

✕ 本年度の最初は、基準年度と比較して、解体工事を行っていたた
め、未達成となりました。解体工事の有無によって、数値が大きく変
わりますが、引き続き声掛けを行い、現場担当者に計画的な現場進
行を意識付けたいです。

330
373

声掛を行うことで、取組期間の目標はクリアすることができました。
引き続き取組みの継続を目指します。

407 373411
0

10月 1月

9月

643
408

0

取組結果とその評価

00

達成状況

0

0
※取組期間：2022/9月～2022/11月

7月 8月4月2月 3月 5月

0 0

6月

509,390 35,120 34,440 0 0

0

△

11月

・印刷時は残部が出ないように配慮

・資源ごみ分別の徹底 ○

54,496 523,138

・発注ミス、作業ミスによる廃棄量の削減 △
0

0 0

23,833

9月

47,140

取組結果とその評価

6月12月

・極力モノクロコピーを利用 ○

達成状況

・両面、集約などの機能を生かした印刷、コ
ピーの徹底 ○

・裏紙利用の促進

0

達成状況

663,628 1,560,029426,858

※取組期間：2022/9月～2022/11月

数値目標 〇
・産業廃棄物の分別による再資源化の推奨

0 0

声掛を行ったことにより、目標を達成することができました。工事の
内容によって、建設副産物の数量が異なるため、建設副産物の再
資源化に取り組める工事については、引き続き、重点的に再資源化
を取り組みたいです。

00 0

161,050

0

200

400

600

800

9月 10月 11月 12月 1月 2月 4月 5月 6月 7月 8月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000
産業廃棄物（kg） 2021年 2022年
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水道水の削減

2021年

2022年

溶剤使用量削減（あるいは適正管理）

環境に配慮した工事の推進

インナーサッシ取り付け前 インナーサッシ取り付け後

・環境に配慮した技術の提案 ○

0

○

達成状況 取組結果とその評価

0
0

環境に配慮した技術の提案として３件（太陽光発電システム、イン
ナーサッシ２件）行うことができました。
環境に配慮した技術を用いた物件の施工として１件（インナーサッ
シ）行うことができました。

0
・環境に配慮した技術を用いた物件の施工

43 0 0

9月 10月
64

1月
11454

11月

〇

53 98
12月

✕
達成状況 取組結果とその評価

50 0
106

130

・節水の表示とSDGsポスター掲示 ○
・トイレには井戸水を使用

取組結果とその評価

本年度の最初は、基準年度と比較して、水を多く必要とする解体工
事を行っていたため、未達成となりました。１年間での水の使用量を
継続して確認したいです。また、本社での井戸水の利用は積極的に
できており、昨年度と同水準になっています。引き続き井戸水の利
用を奨励します。

2月 5月 8月6月 7月

達成状況

・会社の植栽には井戸水を使用

○

○

数値目標

0 0 00 00
214

・営業車の洗車には井戸水を使用 △

311
3月 4月

225 107 157167

※下請業者が取り扱うため、当社での直接の取り扱いはありません
が、施工業者への接着剤や溶剤等の適正管理教育を実施していま
す。本年度も適正管理に努めていただきます。

適正管理教育

※取組期間：2022/9月～2022/11月

0

100

200

300

400

9月 10月 11月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

水道水（㎥） 2021年 2022年
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

解体工事等による大気汚染
特定施設：空気圧縮機、送風機等　特定建設作業：バックホウによる作業等

特定家庭用機器をなるべく長期間使用
避難誘導灯や消火器の定期点検

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

避難はしごの位置の確認と使い方の確認を行ました。 消火器の点検と使用方法の確認を行いました。

本社で災害が起こった場合を想定し、避難経路、避難はしごの使用方法の確認、消火器の定期点検を行いました。

応急手当用品セット、AEDなどの設置場所についても周知しました。
また、災害発生時の安否報告方法について説明しました。

できる限り環境物品等を選択するよう努める

特定施設：圧縮機等　特定建設作業：杭打機による作業等

家電リサイクル法

グリーン購入法

フロン排出抑制法 業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

建設リサイクル法

騒音規制法
振動規制法

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物の保管・排出、許可範囲内の廃棄物処理の遵守、マニフェストの適正管理
適用される法規制

緊 急 事 態 対 応 の 試 行 ・ 訓 練

本社事務所で火災発生を想定した避難方法の確認を行い、緊急時の対応について再認識することが出来ました。

本社
2022/11/15 本社

・避難訓練、消火訓練

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022/12/1

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。取組期間中、近隣や工事等の苦情、クレーム等もありませんでした。

廃棄物処理法
新築・改修・解体工事での建設副産物

消防法

大気汚染防止法
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実施日：2023年3月1日

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□編集後記

代 表 者 に よ る 全 体 の 評 価 と 見 直 し ・ 指 示

こ れ ま で の 環 境 活 動 の 紹 介

本格的に取組開始した９月以降では、電力、自動車燃料、一般廃棄物が目標達成となっている月が多く取組の成

果が出ている。一方、水使用量、産業廃棄物、建設副産物の再資源化は未達成が多い結果となっているが、これ

らの指標は現場の数や内容によって、大きく左右される部分でもあるため、年間を通じた計測や、現場ごとのきめ

細かい計測が必要と考える。

エコアクション21を通じて、当社で使用しているエネルギーや環境負荷を見える化できたことは非常に大きなこと

だと感じている。継続的に環境について計測・分析・対策を行っていくことで、当社内の環境に対する意識を高め、

カーボンニュートラルやSDGｓへの取組をはじめとする社会的課題の解決に向けた、一端を担っていきたい。

当社では、建物の部材の3分の1のスケールの試験体を作って、

地震力と同じように加力して、試験体がどのように破壊するか実

験を行います。お客様のほぼ100％が、地震に強い建物を第1番

の要望として依頼されますが、経験豊かな技術者でも、地震で

どれくらい建物が耐えたかを経験していることは無いと思います。

当社では、興味本位でいいので、地震力を加えた建物部材がど

のように変形破壊するのかを見ることで、技術者としての経験値

を上げたいと思っています。自分たちで試験体を作り、自社の駐

車場に加力装置を組んで、自分たちで加力し破壊させました。

学んだことを若手が中心になって発表もしました。実感のある技

術者は、妥協が無くなります。お客様への「大丈夫ですよ！」の

返事が心底からの声であるために、構造実験に触れる経験を

積みます。
構造実験の様子

災害支援活動の様子 (岡山)

我々は、阪神淡路大震災の時に、全国の皆さんから助けていた

だきました。災害がない事が一番ですが、もし災害が発生したら、

建設業は防災と密接な関係がある以上、それなりの圏内であれば、

時間を作りだして、駆け付けたいと思っています。

2018年夏の岡山県倉敷市真備町の水害の時は、全現場で人員

計画をし、5名とトラック1台で行かせてもらいました。支援活動の

一端をさせていただきながら、自分たちの地域に置き換えた場合、

どう対処するべきかと言う具体的な課題も浮かんできました。

建設業の責任として、可能な圏内の災害ボランティアに対しては、

緊急体制を組んでお手伝いできるように今後も努めてまいりたい

と思っております。

エコアクション２１の活動を通して、当社から発生する環境負荷の見える化や、当社に係る法令等の再確認を行う

ことができ、当社の現状や体制等を考える非常によい機会だったと感じました。また、自社の環境負荷を把握す

ることで、新しい建物の計画や建設に役立つことも多いように思いました。

継続的に数値を計測し、現状を把握し、分析し、次の対策を行うというPDCAのサイクルを回し、会社、社会の発展

に繋がるように、今後も活動してきたいと思います。
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